
害
で
す
。
高
温
障
害
に
対
す
る
直
接
的
な
対
策
は
、

や
は
り
か
ん
水
と
な
り
ま
す
。か
ん
水
の
必
要
性
は
、

pF
値
と
い
う
数
値
で
判
断
し
ま
す
。
通
常
は
pF
値
＝

1.5
程
度
。
こ
の
pF
値
が
2.1
以
上
に
な
る
と
「
か
ん
水

が
必
要
」
と
判
断
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
日
中
暑
く
て

も
、
水
分
を
保
持
し
て
い
れ
ば
、
葉
の
温
度
は
冷
た

く
感
じ
ま
す
。
古
葉
に
触
れ
て
熱
い
と
感
じ
た
ら
、

か
ん
水
の
サ
イ
ン
で
す
。
地
域
ご
と
の
pF
値
は
、
Ｊ

Ａ
お
お
い
が
わ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

【JAおおいがわホームページ】

トップメニュー
⬇

営農「主要農作物」
⬇

営農関連リンクバナー
「環境保全情報」

⬇
ほ場選択

⬇
気象データの表示

過去１か月の数値が確認
できます。

三番茶芽の
充実を図ろう!!

農業経営支援課
福手 裕三

茶

※
茶
園
土
壌
診
断
を
実
施
し
て
、
適
正
な
ph
に
な
る

よ
う
土
壌
改
善
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

《
病
害
虫
防
除
》

〇
チ
ャ
ハ
マ
キ
、
コ
カ
ク
モ
ン
ハ
マ
キ
の
防
除
時
期

で
す
。だ
ら
だ
ら
発
生
が
予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、

フ
ェ
ロ
モ
ン
ト
ラ
ッ
プ
の
予
察
情
報
な
ど
を
参
考

に
し
な
が
ら
早
め
の
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

散
布
の
際
に
は
使
用
薬
剤
の
特
性
（
散
布
タ
イ
ミ

ン
グ
）
を
い
か
し
た
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
８
月
中
下
旬
頃
の
少
し
涼
し
く
な
っ
て
き
た
頃
か

ら
、
カ
ン
ザ
ワ
ハ
ダ
ニ
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
発
生
が
確
認
さ
れ
た
ほ
場
は
、
必
要
に
応

じ
て
対
象
薬
剤
の
散
布
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
干
ば
つ
に
つ
い
て
》

　

最
終
芽
の
生
育
時
期
に
あ
た
る
梅
雨
か
ら
夏
の
気

象
は
、茶
樹
の
生
育
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

特
に
心
配
さ
れ
る
気
象
災
害
は
、
水
不
足
と
高
温
障

《
三
番
茶
摘
採
の
可
否
》

　

早
場
所
の
一
部
地
域
で
は
、
三
番
茶
の
摘
採
が
行

わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
８
月
上
旬
ま
で
に
摘
採
が
で

き
な
い
茶
園
で
は
、
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
樹
勢
の
維

持
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
土
壌
改
良
材
の
施
肥
と
深
耕
作
業
》

　

土
壌
改
良
資
材
の
施
用
は
、
７
月
中
旬
か
ら
実
施

す
る
茶
園
が
あ
り
ま
す
。
土
壌
の
酸
性
化
を
矯
正
す

る
た
め
に
、
セ
ル
カ
や
苦
土
石
灰
等
を
10
ａ
当
た
り

１
０
０
㎏
施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。茶
園
に
よ
っ
て
は
、

強
酸
性
土
壌
（
ph

3.0
以
下
）
の
ほ
場
も
あ
り
ま
す
。

一
旦
ph
が
下
が
っ
て
し
ま
う
と
補
正
に
大
変
な
資
材

と
労
力
が
か
か
っ
て
し
ま
う
の
で
、
土
壌
改
良
材
を

毎
年
使
用
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
施
用
後
は
深
耕
作
業
を
行
い
、
表
層
に
あ

る
腐
植
と
混
和
す
る
こ
と
で
土
壌
に
酸
素
を
入
れ
、

細
根
の
活
性
化
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
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